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Ⅰ．はじめに

　現在，株式会社　パスコ　インキュベーション推
進室に所属し，企業・大学・自治体との共想による
新ビジネスモデルの創出を推進している．
　経験してきた仕事についても説明することを依頼
されているので，2000 年頃に企画した「わが街ガ
イド」について最初に説明する．2000 年頃は，イ
ンターネットがやっと日本でも普及し始めた時代で
あった．自分自身が転勤することになり，新居の地
域を選びたいのだが，候補の不動産物件の近くに病
院やスーパーマーケットがあるか，どの学校区に含
まれ，子供がどの小学校に行くことになるかわから
ない状況であった．そこで，インターネット GIS に
より，自治体の地域情報を配信する「わが街ガイド」
の事業を企画した．自分自身の困りごと（課題）を，
インターネットGISで自治体が保有している学校区，
都市計画法規制等の情報を配信することにより解決
する事業企画である．「わが街ガイド」は，多くの
市民（ユーザ）が地域情報を簡単に得られ，自分に
合った快適な生活地域を選択できるサービスである．
市民サービス向上に繋がる GIS サービスなので，
自治体もメリットを感じて頂ける事業となった．現
在では，「わが街ガイド」は更に進化し，杉並区な
どでは，スマートフォン版も提供され，近くの避難
所までの安全なルートも簡単に検索できるように
なっている．この様に，身近なお困りごとや課題を
解決することを事業化することも可能なのである．

「地理学」の知識・能力を活かしながら，ユーザ目
線で事業企画することを，現在でも重要視している．

Ⅱ．事業概要（株式会社　パスコ）

　株式会社　パスコでは，衛星・航空機・MMS

（モービルマッピングシステム），地上レーザ，
UAV 等で計測した高精細の空間情報を元に，「地
球をはかり」「未来を創る」をテーマに，情報を収
集・蓄積・分析し，社会課題を解決するソリュー
ションサービスを提供している．
　公共事業分野では，防災計画・都市計画・調査・
設計，環境調査，埋蔵文化財調査，PPP・PFI アドバ
イザリー等のコンサルティングや，測量データを元
にした地理情報システム（自治体庁内型・公開型）
による道路・上下水道インフラ維持管理，都市計画
等のためのソリューションサービスを提供している．
　民間事業分野では，ドライバー不足や働き方改革
等の物流関連企業が抱えている課題を解決するため
に，配送車両台数と配送時間を削減する最適な配送
計画を作成することができる GIS ソリューション
サービスを提供している．また，最適な出店計画立
案や広告宣伝プロモーションに利用できる GIS ソ
リューションサービスを提供している．
　「デジタルツインとしてリモートセンシング技術
により現実の世界（フィジカル空間）を高精細に捉
え，人流データ，交通データ，気象データ等の様々
な事象のセンシングデータをサイバー空間上にリア
ルに再現し，様々なシミュレーションを行い，検証
を繰り返します．その成果を現実の世界にフィード
バックし，スーパーシティ・スマートシティの実現
や国土強靭化を強力に推進しています」（パスコ　
2021）．

Ⅲ．「地理学」の知識・能力を活かした�
　　提案活動

　「地理学」の知識・能力を活かし，以下の基本的
な提案活動をしている．
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　 1．顧客を知る（事前調査・現地状況把握）
　 2．顧客の課題を知る（顧客情報の深堀）（ヒア

リング・聞き出す力の活用）
　 3．顧客の状況を知る（潜在ニーズの整理）
　 4．計測技術× GIS 技術×コンサルティング技

術の融合提案
　 5．顧客メリットの可視化

　営業部署，事業推進部署，測量技術部署，コンサ
ル技術部署，システム計測部署の人員がチームを形
成し，提案活動をしている．提案活動では，顧客が
認識していなかった潜在ニーズを引き出すために，
人文地理学で学んだ「聞き出す力」を基にしたコ
ミュニケーション能力が必要となる．

Ⅳ．ソリューション提案（課題解決提案）

1．公共事業分野
　各自治体の状況を把握するために，総合計画，都
市計画マスタープラン，地域防災計画の報告書や議
会議事録等の文献調査を行い，各自治体の基礎的な
課題と実施済み施策を整理する．また，都市計画基
本図データ，固定資産基礎資料データ，上下水道台
帳データ等の GIS データの整備状況等の基礎的情
報を把握する．その上で，自治体の各部署担当者に
ヒアリングを行い，部署ごとの課題等を深堀し，潜
在ニーズを整理する．整理した情報を元に，計測技
術，GIS 技術，コンサルティング技術を活用した課
題解決策の提案活動を進めている．
　例えば，集約力のある商業施設を誘致したいニー
ズ，老朽化した保育施設の建替え課題，高級ワイン

＆レストランニーズ等の課題やニーズをヒアリング
したケースを検討してみよう．この複合的な課題に
対して様々な課題解決策があるが，一つの提案とし
て，大型商業施設，保育園とレストランの複合施設
設置の提案が考えられる．複合施設事業を成功させ
るためには，優良な事業者を誘致する必要がある．
優良な事業者を誘致するためには，GIS エリアマー
ケティング分析による集約能力分析結果や観光客と
旅行会社へのアンケート・ヒアリング調査結果等の
出店判断に必要な情報を事業者に提供することが有
効である．このような事業者誘致のための分析手法
も含め，自治体の複合的な課題を解決するための提
案を行う．優良な企業を誘致し複合施設を設置する
ことにより，保育の充実，観光客リピート率向上に
よる観光客増加，地域農業商業の活性化が図られま
す．優良な企業を誘致し複合施設を設置する効果と
して地域雇用促進が図られる等の自治体へのメリッ
トを示すことも重要である（図 1）．
　次に，地すべりが発生している地域において，道
路のり面や周辺山地部の道路防災点検を効率的に調
査する手法について検討してみよう．調査手法の提
案の一つとして，地すべりの状況を把握するため
に，SAR 衛星によるモニタリングを実施する提案
が考えられる．道路防災点検を効率的に実施するた
めには，航空レーザと MMS によるのり面・道路周
辺山地部 3D 計測を元にした詳細地形解析を実施
し，危険度ランクの高い地点から計画的に現地調査
を実施する提案が考えられる．詳細地形解析により
危険地の把握精度が向上し，更に危険度ランク毎に
点検サイクルを変えることにより，コスト削減が図

図 1　分野（複合的な課題）
（パスコ 2021 図　改変）

図 2　公共事業分野（防災・減災課題）
（パスコ 2021 図　改変）
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られる．SAR 衛星による継続的なモニタリングを
行うことにより，災害発生の予兆を把握でき地域の
安全性が向上する．この様な提案をするためには，

「地理学」の知識・能力が必要となる（図 2）．
2．民間事業分野

　例えば，美味しい水と，美味しい食材を必要とす
る食品工場の立地適地選定を検討してみよう．提案
の一つとして，工場立地エリア分析と災害リスク分
析による工場立地適地選定の提案が考えられる．ま
ずは，良質な水資源と農産物を得るために食品工場
の立地候補地について，水文調査（水質調査），3D
地形解析，気候・気象調査，農産物調査（価格・品
質調査）等の情報により基礎的な比較を行う．基礎
情報から抽出した各立地候補地について道路ネット
ワーク GIS 分析により物流コストの比較を行う．
立地候補地からの各物流ネットワークについて，災
害リスクの比較分析を行う．また，エリアマーケ
ティング分析により，食品工場の作業員を工場周辺
地域居住者から雇用できる可能性について分析す
る．企業は，数値的な根拠を持った各分析結果を元
に最適な適地を選定することができるのである．民
間事業分野においても，この様な「地理学」の知
識・能力を活かした提案活動を進めている（図 3）．

Ⅴ．新技術の活用

1．AI 技術活用
　衛星データを元に津波被害エリアを解析するため
に AI 技術の活用が進んでいる．AI 技術を活用す

ることにより，技術者の負担が軽減され，短期間・
広範囲に津波被害エリアを解析することができる．
AI 技術を活用するためには，地形・彩色・形状・
傾斜方向・高低差等の地理的な特性を把握すること
が重要である．そのためには「地理学」の知識・能
力を元にしたデータサイエンス技術が必要となって
いる．地理的特性の分類結果を元に教師データを作
成し，AI 処理を実行するのである．
2．UAV新技術活用

　国土交通省・経済産業省は，小型無人機（ドロー
ン：UAV）を目視できないコントロールセンター
から目視外にある遠隔地の小型無人機を自律型飛行
操作できるレベル 3 への規制緩和を進めている．
　AI 技術，UAV 目視外自律飛行技術等の様々な新
技術が今後も生まれてくるので，「地理学」の知識・
能力と新技術の融合を進めていく必要がある．

Ⅵ．まとめ

1．�人文地理学の地域特性分析の知識・能力を活
かす！

　人文地理学で学んだ，ヒアリング調査（聞き出す
力），アンケート調査，居住者分析・来訪者分析等
の知識・能力を活かしていくことが重要である．
2．�自然地理学の地域特性分析の知識・能力を活
かす！

　自然地理学で学んだ，科学的根拠を元にした地形
特性分析・水質地域特性分析・気候気象地域特性分
析等の知識・能力を活かしていくことが重要である．
3．GIS・測量技術の知識・能力を活かす！

　GIS による地域分析技術や測量技術の知識・能力
を活かしていくことが重要である．
4．�新ソリューション開発へ地理学の知識・能力
を活かす！

　「地理学」の知識・能力を活かし，AI 技術・衛星
情報技術・ロボット技術・自動走行技術・脱炭素対
応技術等の新技術を融合した新ソリューションを開
発していくことが重要である．
5．様々な社会の課題解決に向けて

　様々な社会の課題解決に向けて，「地理学」の知
識・能力を活かし，自由を生き抜く実践知を持っ
て，チャレンジしてほしい．皆様のご活躍を期待し
ている．

図 3　民間事業分野（工場立地適地選定）
（パスコ 2021 図　改変）図１公共事業分野（複合的
な課題）
（パスコ 2021 図　改変）


